
出光美術館（門司）講演会

出光コレクションでたどる

「水墨画の巨匠たち」

墨の濃淡、にじみやかすれによって様々に表現される水墨画。その歴史の中で燦然と輝く巨匠たち

の作品から、水墨画の世界とその美の系譜をたどります。水墨画を大成した画僧雪舟、余韻のある

叙情的な画風で、日本的な水墨画を確立した長谷川等伯、たらし込みを多用した俵屋宗達や琳派の

画家、筆に遊び楽しんだ文人画家の浦上玉堂や田能村竹田、最後の文人といわれた富岡鉄斎まで。

出光美術館が誇る水墨画のコレクションを一望できる機会です。

講師： 河合 正朝 氏（出光佐三記念美術館・理事、慶應義塾大学名誉教授）

中世から近世にかけての日本絵画史が専門。著書『河合正朝絵画史論集 上下巻』（中央公論美術

出版2018, 2020 ）。その他、水墨画・桃山障屏画・琳派など著書多数。

※講師は都合により変更することがあります。

講演会スケジュール

2026年 9月 12日（土）

午前 10時30分～11時30分

（開場 10時）

募集人員：先着120名

（定員になり次第締め切らせていただきます）

聴講料 ：一    般  1,200円（入館料込み）

高大生  1,000円（入館料込み）

申込方法 ： お電話でお申し込み下さい

会場 ：出光美術館（門司）1階 イベントホール

※ 招待券、団体割引、身障者手帳を含む各種優待割引は

ご利用いただけません。

※ 友の会同伴者優待は適応されません。

※ 高大生は学生証をご提示下さい。

出光美術館（門司） 〒801-0853
【TEL】093-332-0251 福岡県北九州市門司区東港町 2-3

竹鶴図屏風 左隻（部分） 長谷川等伯
桃山時代（16世紀） 出光美術館蔵

かわい まさとも

せっしゅう

はせがわとうはく たわらやそうたつ

うらかみぎょくどう たのむらちくでん とみおかてっさい


	スライド 1

